
西和賀町

要望内容 取組状況(方針） 振興局名
担当所属

名
反映
区分

１　一般国道107号について
（１）改良整備促進について
　岩手県と秋田県を結ぶ一般国道107号は、県域を越えた
交流や物流を支える重要な路線です。
　しかし、本町の川尻～当楽間は急カーブの連続や狭隘な
トンネルがあり、かつ、落石・雪崩発生の危険箇所も多
く、平成27年３月29日に杉名畑地区において発生した大規
模な土砂災害では、８ヶ月間に渡って通行止めとなり、流
通等において大きな経済的打撃を受けたところです。
　同路線では、今回のような土砂崩落と同様の災害が再び
発生することが十分想定されます。安全な通行確保は、地
域住民の悲願であるばかりか東西の経済や文化交流の為に
極めて重要でありますので、落石及び崩落箇所の総点検を
実施し、トンネル化などによる抜本的な整備促進が図られ
るよう強く要望します。

　国道107号の落石及び崩落箇所については、道路防災点
検や道路パトロールにより危険箇所の把握に努め、緊急性
の高い箇所から順次対策を進めているところです。
  なお、同路線の川尻～当楽間の落石・雪崩危険箇所のト
ンネルを含む整備については、多額の事業費を要すること
が見込まれます。
　そのため、県全体の道路整備計画の中で交通量の推移や
公共事業予算の動向等を見極めながら検討していきます
が、早期の事業化は難しい状況です。

県南広域
振興局

土木部 Ｃ

１　一般国道107号について
（２）錦秋湖湖岸の環境整備の継続について
　一般国道107号、北上市境の当楽峡から川尻までの区間
は、湯田温泉峡県立自然公園内の錦秋湖湖岸を走行する
ルートとして、当町の貴重な観光資源となっております。
　しかし、湯田ダム建設から50年が経過し、樹木の成長な
どにより眺望できる場所が限られ、また、駐車可能な場所
も少ないため、観光客が写真撮影のため路上駐車している
例が散見されます。
　このため、町では平成25年度から北上川ダム統合管理事
務所や岩手南部森林管理署などのご協力のもと、地域住民
も含めた「ダム湖景観合同点検」を実施し、順次伐採等事
業を進めているところです。
　県におかれましても観光産業振興のため、立木除去によ
る眺望の確保と駐車を兼ね備えたスポット整備について、
引き続き特段のご配慮をいただきますよう要望します。

  錦秋湖湖岸を走る一般国道107号については、これまで
も西和賀町と湯田ダム管理支所主催の「ダム湖景観合同点
検」結果により必要とされた箇所について枝払い等を実施
してきたところです。
　今後も合同点検結果を踏まえ、計画的に眺望の確保とス
ポット整備に取り組んでいきます。

県南広域
振興局

土木部 Ａ
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西和賀町
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担当所属

名
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２　主要地方道花巻大曲線全線の早期供用開始について
（１）小倉山工区の早期完成
　本路線は、岩手県の中核都市である花巻市と秋田県大仙
市を結ぶ、県域を越えた重要な路線です。
　税務署や県南広域振興局等西和賀町を所管する国や県の
機関が花巻市に所在するのをはじめ、新幹線や空港の利用
など、町民が花巻市へ行く機会も顕著に増えてきており、
産業･経済の発展や文化の交流促進などに大きな効果をも
たらすものと期待されております。
　また、一昨年の一般国道107号の土砂災害では、改めて
迂回路や代替道路としての重要性が認められたところであ
り、住民の命を守り、地域を孤立させないためにも全線の
早期供用開始を要望します。

（１）小倉山工区の早期完成
　花巻～沢内間の小倉山工区は、平成25年から工事が再開
され、平成30年度には８号橋上部工事が予定されておりま
す。計画では、その後1,035ｍの４号トンネルの掘削とな
りますが、同区間の一日も早い完成を要望します。

 主要地方道花巻大曲線花巻・西和賀町沢内間の小倉山工
区約2.4km区間については、平成14年度に事業着手し、平
成19年度には900mを供用開始しました。
　今年度は８号橋下部工工事等を進め、H29年6月に完了し
ました。今後も引き続き事業の推進に努めていきます。

県南広域
振興局

土木部 Ａ
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２　主要地方道花巻大曲線全線の早期供用開始について
（２）笹峠工区の未改良区間の工事再開
　本路線は、岩手県の中核都市である花巻市と秋田県大仙
市を結ぶ、県域を越えた重要な路線です。
　税務署や県南広域振興局等西和賀町を所管する国や県の
機関が花巻市に所在するのをはじめ、新幹線や空港の利用
など、町民が花巻市へ行く機会も顕著に増えてきており、
産業･経済の発展や文化の交流促進などに大きな効果をも
たらすものと期待されております。
　また、一昨年の一般国道107号の土砂災害では、改めて
迂回路や代替道路としての重要性が認められたところであ
り、住民の命を守り、地域を孤立させないためにも全線の
早期供用開始を要望します。

（２）笹峠工区の未改良区間の工事再開
　秋田県境の笹峠工区は、平成20年度以降、秋田県と岩手
県ともに工事を休止している状況であり、平成28年10月に
は、工事の再開と早期完成を願う要望書を両県に提出した
ところであります。岩手県側800ｍと秋田県側1,740ｍの工
事再開を要望します。

　笹峠工区の未改良区間（岩手県側800m、秋田県側
1,740m）の工事再開については、秋田県側の動向を踏まえ
ながら、今後の整備方針を検討していきますが、早期の事
業再開は難しい状況です。

県南広域
振興局

土木部 Ｃ
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西和賀町

要望内容 取組状況(方針） 振興局名
担当所属

名
反映
区分

３　主要地方道盛岡横手線（県道１号）の道路整備促進に
ついて
（１）泉沢地区の急カーブの解消と歩道設置
　主要地方道盛岡横手線(県道１号)は、盛岡市から本町を
経由し、秋田県南部の主要都市である横手市を結ぶ路線で
すが、本町内の南北33㎞を縦断する極めて重要な町民の生
活路線でもあります。
　本路線は、一般国道46号、同107号を結ぶ主要路線とも
なっており、距離的な利便性等から物流の大型トラックの
通行量が多く、緊急時には迂回路としても重要な路線とし
て位置づけられています。
　また、本町では、岩手県と秋田県の県境に隣接する６市
町の連携による「岩手と秋田のまんなか旅」に参加し、広
域による観光情報の発信に取り組んでいるところですが、
本路線を経由して一般国道46号から田沢湖や角館方面に向
かう旅行者も多く、観光面でも大きな役割を果たしている
ところです。
　そのため、本路線の沿線市町からなる盛岡横手線道路整
備促進期成同盟会(会長：西和賀町長)において整備促進を
要望しているところであり、県においては継続的に道路改
良を進めていただいているところですが、依然として狭隘
箇所、あるいは急カーブが連続する区間があることから、
町民の安全な通行とともに岩手県と秋田県を結ぶ物流の路
線確保のため、特にも泉沢地区の急カーブの解消と歩道設
置並びに湯之沢～巻渕間の歩道整備が早期に図られるよう
要望します。

（１）泉沢地区の急カーブの解消と歩道設置

 主要地方道盛岡横手線の泉沢地区については、人家連担
区間における急カーブの存在等から整備の必要性を認識
し、平成27年度から事業化の可能性の検討を進めていると
ころです。今年度は道路概略設計を行い、貴町、地域と調
整しながら最適ルートの検討を行います。

県南広域
振興局

土木部 Ｃ
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３　主要地方道盛岡横手線（県道１号）の道路整備促進に
ついて
（２）湯之沢～巻渕間の歩道整備
　主要地方道盛岡横手線(県道１号)は、盛岡市から本町を
経由し、秋田県南部の主要都市である横手市を結ぶ路線で
すが、本町内の南北33㎞を縦断する極めて重要な町民の生
活路線でもあります。
　本路線は、一般国道46号、同107号を結ぶ主要路線とも
なっており、距離的な利便性等から物流の大型トラックの
通行量が多く、緊急時には迂回路としても重要な路線とし
て位置づけられています。
　また、本町では、岩手県と秋田県の県境に隣接する６市
町の連携による「岩手と秋田のまんなか旅」に参加し、広
域による観光情報の発信に取り組んでいるところですが、
本路線を経由して一般国道46号から田沢湖や角館方面に向
かう旅行者も多く、観光面でも大きな役割を果たしている
ところです。
　そのため、本路線の沿線市町からなる盛岡横手線道路整
備促進期成同盟会(会長：西和賀町長)において整備促進を
要望しているところであり、県においては継続的に道路改
良を進めていただいているところですが、依然として狭隘
箇所、あるいは急カーブが連続する区間があることから、
町民の安全な通行とともに岩手県と秋田県を結ぶ物流の路
線確保のため、特にも泉沢地区の急カーブの解消と歩道設
置並びに湯之沢～巻渕間の歩道整備が早期に図られるよう
要望します。

（２）湯之沢～巻渕間の歩道整備

　歩道設置については、各地域から多くの要望があること
から、必要性や緊急性の高い箇所から整備を進めていま
す。
　御要望の湯之沢～巻渕間については、今後の交通量の推
移、地域の沿道状況や県全体の進捗等を踏まえ検討してい
きますが、早期の事業化は難しい状況です。
　なお、当該箇所の歩行空間整備事業をH28年度より着手
しており、引き続き事業を進めます。

県南広域
振興局

土木部 Ｂ
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西和賀町

要望内容 取組状況(方針） 振興局名
担当所属

名
反映
区分

４　和賀川洪水減災のための水位監視計の設置等防災対策
について
（１）本町北部への水位計の設置
　近年、異常気象に伴う大規模災害が全国的に発生し、多
くの人命が失われている状況にあります。
　県内においても昨年の台風10号では、多数の死傷者が出
る甚大な被害が発生しており、今後、当町においても発生
しうるものと考えております。
　本町において、県管理河川和賀川氾濫による人的被害を
防ぐためには、降雨量や河川水位計により増水状況を判断
しながら、避難勧告や避難指示を適切に住民に周知する必
要がありますが、現在、設置されている水位計は、本町中
部及び南部に位置している国管理のもののみであり、河川
の氾濫による被害が発生している中部以北には設置されて
おりません。
　ついては、町民の安全確保のため、以下のとおり要望し
ます。

（１）豪雨の際の河川水位の確認には危険が生じ、特にも
夜間の確認は消防団（水防）でも難しい状況であるため、
本町北部への水位計の設置を要望します。

　岩手県では、これまでも洪水の防災減災に努めてきまし
たが、平成28年の台風第10号などにより甚大な被害が発生
したことから、更に防災減災の取組を進める必要があると
認識しています。
　県としては、洪水減災対策協議会において、関係機関と
協議し、水位計設置などを含めて今後５ヵ年で県内の管理
河川15から20河川程度を新たに水位周知河川に指定してい
く予定です。
　なお、台風第10号災害を踏まえ、水位周知河川の選定基
準に「防災拠点（役場等）を含む区間」を追加したところ
であり、西和賀町内の減災対策についても検討していきま
す。

県南広域
振興局

土木部 Ｂ
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要望内容 取組状況(方針） 振興局名
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名
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４　和賀川洪水減災のための水位監視計の設置等防災対策
について
（２）防災に資する事業と思われる事業についての情報提
供
　近年、異常気象に伴う大規模災害が全国的に発生し、多
くの人命が失われている状況にあります。
　県内においても昨年の台風10号では、多数の死傷者が出
る甚大な被害が発生しており、今後、当町においても発生
しうるものと考えております。
　本町において、県管理河川和賀川氾濫による人的被害を
防ぐためには、降雨量や河川水位計により増水状況を判断
しながら、避難勧告や避難指示を適切に住民に周知する必
要がありますが、現在、設置されている水位計は、本町中
部及び南部に位置している国管理のもののみであり、河川
の氾濫による被害が発生している中部以北には設置されて
おりません。
　ついては、町民の安全確保のため、以下のとおり要望し
ます。

（２）県が実施している河川等（河川改修や砂防に関する
事業など）に関しての事業のうち防災に資する事業と思わ
れる事業について、町の防災担当へ情報提供を要望しま
す。

　北上土木センターでは、毎年管内市町などの土木事業に
係る部署が参加する情報連絡会議を開催し、相互の情報共
有と事業調整に努めてきました。
　また、今年度から、台風や豪雨による水害のおそれがあ
る際に、県及び市町村において円滑かつ迅速な対応を行う
ため、出水期前までに、県の土木センター等と関係市町村
（防災担当部局等）とがお互いの防災体制等を共有するた
めの打合せの機会を設けております。その中で、県が実施
する防災関係事業についても、併せて情報提供していきま
す。

県南広域
振興局

土木部 Ａ
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西和賀町

要望内容 取組状況(方針） 振興局名
担当所属

名
反映
区分

５　県立西和賀高等学校の存続と普通科２学級の維持につ
いて
　西和賀高校は、「地域社会の発展に広く貢献できる人材
の育成を目指す」ことを教育目標とし、国公立大学等への
一定数の進学や就職により「進路希望100％実現」を継続
するなど、キャリア教育において確かな実績を積み重ねて
きております。
　また近年では、北上圏域の中学校から、多様なニーズを
持った生徒の入学が増えてきております。これは西和賀高
校の、少人数だからこそ可能なきめ細かな生徒への指導に
加え、多様な生徒を受け入れる地域の包容力が評価された
ものであり、西和賀高校が広域的に果たしている役割は決
して小さいものではありません。
　「新たな県立高等学校再編計画」が平成28年３月に策定
され、西和賀高校は特例校として維持されることになりま
したが、計画では、平成30年度にコースの見直しが予定さ
れ、福祉情報コースの廃止、普通科１学級、募集定員40人
減が見込まれております。この計画が実施されれば、教職
員定数が減じられ、現在、高校で実施しているきめ細かな
指導や国公立大学への進学をサポートする支援体制の継続
が困難となります。
　町としては、確かな実績を持つ西和賀高校を、中学生か
ら積極的に選択される魅力を備えた学校として存続させた
いと考えております。そのために、西和賀高校魅力化支援
基金を活用し、「魅力ある高校づくり」に向けて学校と地
域が一丸となって取り組み町内外からの入学希望者を確保
してまいりますので、現行の２学級80人定員の維持につい
て特段のご配慮をお願いします。

　平成28年３月に策定した「新たな県立高等学校再編計画」に
おいては、望ましい学校の規模の確保による教育の質の保証
と、本県の地理的諸条件等を踏まえた教育の機会の保障を大き
な柱として、地域の高校を出来る限り存続させることを基本的
な考え方としています。
　学校の最低規模については、１学年２学級以上としていると
ころですが、近隣の高校への公共交通機関による通学が困難な
場合、地域における学びの機会を保障するため、特例として１
学年１学級を最低規模として維持することとしており、西和賀
高校はこの特例校としています。
　西和賀高校について、再編計画では、平成30年度に学級減と
することとし、各校の定員充足状況等に大きな変化があった場
合には、実施時期等の変更も検討することとしておりますが、
今年度の定員充足状況、今後のブロック内中学校卒業予定者数
の見込みに大きな変化が認められないこと等から、計画どおり
平成30年度に２学級から１学級へ学級減する案を平成29年８月
１日の県議会（閉会中の常任委員会）にて説明・公表し、同年
10月の教育委員会定例会にて決定したところです。
　これまで、生徒にとってより良い教育環境を整備するため、
生徒の希望する学びをできるだけ確保する観点から、再編計画
を踏まえた福祉・情報コースの取扱い等について地域の方々と
意見交換を重ねてきたところであり、平成30年度から１学年１
学級募集となりますが、引き続き、西和賀町の地方創生に向け
た取組等についても考慮しつつ、学校の魅力づくり等について
地域と連携して取り組んでいきたいと考えています。

県南広域
振興局

中部教育
事務所
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西和賀町

要望内容 取組状況(方針） 振興局名
担当所属

名
反映
区分

６　地域医療の確保と医師対策について
　本町は、県の二次医療圏では「岩手中部」に属しており
ますが、圏域内の基幹病院までは距離にして35～65㎞、時
間では自動車で40～70分の遠隔にあり、加えて、高齢化率
が45％を超えていることから、地域住民の生命と健康を守
るため、地域医療の確保が行政運営上の極めて大きな課題
となっております。
　そのために最も重要なことは医師確保対策であります
が、現在の町立病院の常勤医師は、院長と岩手県から派遣
をいただいている自治医科大学養成医師の２名のみであ
り、非常勤医師の応援があるものの、一般診療、入院管
理、人工透析、訪問診療、介護福祉施設の診療、町から委
託されている人間ドックをはじめとする各種健診、休日・
夜間の日当直など、非常に多くの業務をこなしており、医
師への過重負担が懸念されております。
　このため、町独自の修学資金貸付制度による医師養成に
も取り組んでおりますが、地域の小規模病院に勤務可能と
なるには長い期間を要するため、即効的な対策とは言えな
い状況にあります。
　つきましては、医師の安定的確保、病院経営の健全化と
病院機能の維持に向け、自治医科大学養成医師の継続的な
派遣等、医師の配置に対し、岩手県の特段のご支援、お取
り計らいを要望いたします。

　自治医科大学医師養成事業で養成した医師については、
地域の状況を踏まえ各病院等に配置していますが、県内の
医師不足は深刻で、例年、県内の市町村から多数寄せられ
る医師の配置に関する要望の全てに対しては応えられない
状況にあります。
　県としては、引き続き、即戦力医師の招聘に努めるとと
もに、県、医療局、岩手県国民健康保険団体連合会が実施
する奨学金養成事業による医師の養成に取り組みながら、
３つの奨学金運営主体に岩手医科大学を加えた４者で構成
する「奨学金養成医師配置調整会議」において、市町村の
要望にも配慮し配置調整を進めていきます。

県南広域
振興局

保健福祉
環境部
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